
主催　　　立教大学文学部文学科 
問合せ先　学部事務1課（03-3985-3392） 
　　　　　proust.rikkyo@gmail.com   
　　　　　Twitter　  @proust_rikkyo 

申込不要・入場無料、定員207名（先着順）。 
テキスト（プルースト作・吉川一義訳『失われた時 
を求めて』第9巻「ソドムとゴモラ　Ⅱ」岩波文庫、
2015年）を通読して、ご持参ください。 

【連続公開セミナー＠立教大学】 

　岩波文庫から刊行中の吉川一義氏による 

　新訳で 
プルーストを 
　読破する 
　第9回「ソドムとゴモラ 」 
　2019年 1月19日（土）14:00-16:00 
　立教大学池袋キャンパス　11号館A203教室 

　 講師 　青山 七恵 氏（作家） 
　 司会 　坂本 浩也（立教大学教授） 
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公開セミナー「新訳でプルーストを読破する」第9回 
講師紹介 
青山 七恵（あおやま・ななえ）氏 

「プルーストを読んでいると、自分はなんという世界
に生きているのだろうとびっくりします。」 

「五感が研ぎ澄まされるという感じではなく、身の回
りにあるものがそれじたいの力で、光っているところ
をより輝かせ、影をより濃く染め、ぼんやりしている
ところはより複雑な厚みを増すように見えてきます。 

「もちろん、作家の巧みな比喩や微細な感覚にたいす
る集中力にも感嘆するのですが、一読者の精神世界で
はなく、プルーストの言葉はもっと大きな世界をじか
に元気づけているように感じられて、そこに感動して
しまいます。」 

第13巻、2018年12月発売

「読めば読むほど、ここに
書かれている記憶の光景に自分の記憶の一片も紛れこ
んでいるかもしれないという、希望のような予感のよ
うな切望のような、狂おしい気持ちが募っていくのを
感じる」

『ブルーハワイ』
「わたしのおばあちゃん

全14回のゲストとスケジュール（予定＊） 

　　本研究は、JSPS 科研費 JP 18K00490 の助成を受けています。 

プルーストという薬の作用と副作用


